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　近年イノシシ等の野生動物の出没が増加しており、収穫前の農作物を食べられる、土地
を踏み荒らされるなどの被害が出ています。
　野生動物による被害を減少させるためには、地域の皆さんで協力し、エサになるもの・
隠れる場所を取り除き、野生動物が出にくい環境をつくることが重要です。
　町では有害獣対策として、有害獣の捕獲従事者に捕獲を依頼したり、電気柵の購入や狩
猟免許取得、野生動物が出にくい環境づくりのための補助金制度を設けています。

●
野
生
動
物
の
エ
サ
場
を
つ
く
ら
な
い

　

野
生
動
物
が
集
落
に
現
れ
る
の
は
、

エ
サ
を
得
る
た
め
で
す
。

　

野
生
動
物
の
エ
サ
に
な
る
も
の
は
、

主
に
人
が
作
る
農
作
物
等
や
、
生
ゴ

ミ
、
雑
草
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

直
接
エ
サ
を
与
え
な
く
て
も
、
次

の
よ
う
な
状
況
を
放
置
し
て
い
る

と
、
間
接
的
に
餌
付
け
を
行
っ
て
い

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
エ

サ
を
無
く
す
こ
と
が
、
有
害
獣
対
策

の
第
一
歩
で
す
。

・
ゴ
ミ
捨
て
場
に
生
ゴ
ミ
が
散
ら
か
っ

て
い
る

・
墓
地
の
お
供
え
物
を
回
収
し
て
い
な
い

・
収
穫
し
な
い
ま
ま
の
果
実
を
放
置
し

て
い
る

・
野
菜
く
ず
や
生
ご
み
な
ど
を
田
畑
に

放
置
す
る　

等

●
野
生
動
物
の
住
処
を
つ
く
ら
な
い

　

野
生
動
物
は
本
来
人
間
を
警
戒
す
る

も
の
で
す
が
、
集
落
で
エ
サ
を
食
べ
て

も
追
い
払
わ
れ
な
い
場
合
、
そ
の
集
落

は
エ
サ
場
だ
と
学
習
し
て
し
ま
い
ま

す
。
ま
た
、
耕
作
放
棄
地
や
荒
れ
地

 一
人
ひ
と
り
が

　
当
事
者
意
識
を
持
っ
て

　
　
　
　
対
策
し
ま
し
ょ
う

地域ぐるみの
有害獣対策に取り組みます
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有
害
獣
の
捕
獲
従
事
者
は
、
狩
猟
免

許
の
取
得
が
必
要
で
す
。
現
在
、
高
齢

化
な
ど
に
よ
り
捕
獲
従
事
者
の
数
が
減

少
す
る
一
方
で
、
野
生
動
物
は
増
加
し

て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
町
で
は
、
狩
猟
免
許
を
持
た

な
い
地
域
住
民
の
方
に
も
、
設
置
し
た

わ
な
の
確
認
や
エ
サ
入
れ
の
手
伝
い
な

ど
、
可
能
な
範
囲
で
捕
獲
従
事
者
の
補

助
を
し
て
い
た
だ
く
協
力
体
制
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

　

野
生
動
物
が
出
に
く
い
環
境
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
も
な
お
頻
繁
に
出
没
す

る
場
合
は
、
町
産
業
観
光
課
農
林
水
産

班
（
☎
68

−

２
５
１
３
）
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
地
域
担
当
の
捕
獲
従
事
者

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

※
わ
な
の
管
理
等
に
つ
い
て
は
、
捕
獲

　

従
事
者
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
御
宿
町
獣
害
防
護
柵
購
入
費

　

助
成
事
業
補
助
金

　

有
害
獣
か
ら
農
地
（
農
作
物
）
を
守

る
た
め
、
電
気
柵
等
を
設
置
す
る
資
材

費
の
一
部
を
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
し

ま
す
。

　

補
助
金
額
は
、
購
入
代
金
の
１
／
２

以
内
で
、
１
名
に
つ
き
５
万
円
が
限
度

で
す
。
（
条
件
に
よ
り
限
度
額
が
変
わ

り
ま
す
。
）

●
狩
猟
免
許
取
得
促
進
事
業

　

野
生
動
物
の
捕
獲
等
を
行
う
た
め
の

狩
猟
（
わ
な
猟
）
免
許
取
得
に
か
か
る

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　

補
助
金
の
対
象
者
は
、
御
宿
町
有
害

鳥
獣
被
害
防
止
対
策
協
議
会
員
又
は
区

長
の
推
薦
に
よ
る
方
で
、
同
協
議
会
加

入
予
定
者
で
す
。

　

補
助
金
額
は
、
免
許
取
得
の
た
め

に
要
し
た
狩
猟
免
許
試
験
申
請
手
数

料
及
び
初
心
者
狩
猟
講
習
会
受
講
料

の
総
額
の
２
／
３
以
内
で
、
１
万
円

が
限
度
で
す
。

▲わなにかかったアライグマ

な
ど
は
野
生
動
物
の
隠
れ
場
所
に
な

り
ま
す
。

　

野
生
動
物
が
住
み
付
か
な
い
よ
う
草

刈
り
を
し
た
り
、
追
い
払
っ
た
り
し
ま

し
ょ
う
。

捕
獲
従
事
者
を
地
域
ぐ
る
み
で

サ
ポ
ー
ト

野
生
動
物
が
出
に
く
い
環
境
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う

有
害
獣
対
策
に
関
す
る
補
助
金
を

ご
活
用
く
だ
さ
い

●
御
宿
町
耕
作
放
棄
地
解
消
対
策

　

事
業
補
助
金

　

野
生
動
物
の
住
処
と
な
る
耕
作
放
棄

地
を
、
耕
作
可
能
な
状
態
ま
で
再
生
さ

せ
る
た
め
の
費
用
の
一
部
を
、
予
算
の

範
囲
内
で
補
助
し
ま
す
。

　

補
助
金
の
対
象
者
は
、
新
規
に
耕
作

放
棄
地
を
取
得
又
は
借
り
受
け
て
、
耕

作
可
能
な
状
態
に
し
、
さ
ら
に
実
施
年

度
か
ら
起
算
し
て
３
年
以
上
継
続
し
て

耕
作
を
行
う
町
内
の
農
業
者
等
で
す
。

補
助
金
額
は
、
事
業
に
要
し
た
費
用
の

１
／
２
以
内
で
、
面
積
１
ア
ー
ル
あ
た

り
５
千
円
が
限
度
で
す
。

　

補
助
制
度
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
町
産

業
観
光
課
農
林
水
産
班
（
☎
68

−

２
５
１

３
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①
野
生
動
物
の
生
態
を
知
り
、
ま
た
集

落
に
来
る
原
因
を
一
人
ひ
と
り
が
考

え
ま
し
ょ
う
。

②
野
生
動
物
を
よ
く
見
か
け
る
場
所
や

家
の
周
囲
を
確
認
し
、
エ
サ
に
な
る

も
の
・
隠
れ
る
場
所
を
取
り
除
い
て

く
だ
さ
い
。

③
農
地
に
つ
い
て
は
電
気
柵
の
設
置
が

認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

電
気
柵
は
有
効
な
手
段
の
一
つ
で
す

が
、
柵
の
内
側
の
被
害
を
減
ら
す
も

の
で
、
集
落
に
動
物
が
来
な
く
な
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

設
置
す
る
場
合
は
、
周
囲
の
人
と
協

力
し
、
広
い
範
囲
に
設
置
す
る
こ
と

が
効
果
的
で
す
。

④
以
上
の
①
～
③
ま
で
実
施
し
て
も
被

害
が
収
ま
ら
な
い
場
合
は
、
捕
獲
従

事
者
と
協
力
し
て
わ
な
を
設
置
し
、

駆
除
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

た
だ
し
、
野
生
動
物
の
出
や
す
い

環
境
を
改
善
し
な
け
れ
ば
、
わ
な

を
設
置
し
て
も
被
害
は
減
少
し
ま

せ
ん
。

　

皆
さ
ん
で
協
力
し
て
、
野
生
動

物
が
出
に
く
い
環
境
を
つ
く
り
ま

し
ょ
う
。
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神
定
孝
さ
ん
は
、
昭
和
62
年
10
月
に
御
宿
町
議
会
議
員
に
初
当
選
し
て

以
来
、
平
成
15
年
９
月
ま
で
、
４
期
16
年
に
わ
た
り
、
町
議
会
議
員
と
し

て
、
地
方
自
治
の
振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
中
は
、
国
保
国
吉
病
院
組
合
議
員
や
、
御
宿
町
水
道
事
業
運
営
委

員
会
委
員
な
ど
多
く
の
委
員
会
委
員
を
務
め
、
全
町
給
水
体
制
の
確
立
、

広
域
消
防
の
業
務
開
始
、
役
場
新
庁
舎
及
び
保
健
セ
ン
タ
ー
の
竣
工
、
町

営
ウ
ォ
ー
タ
ー
パ
ー
ク
の
オ
ー
プ
ン
や
野
沢
温
泉
村
と
の
姉
妹
都
市
提
携

な
ど
、
現
在
の
御
宿
町
の
主
要
な
社
会
基
盤
等
の
充
実
に
向
け
、
住
民
福

祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昭
和
19
年
か
ら
昭
和
59
年
ま
で
、
日
本
国
有
鉄
道
職
員
と
し
て

尽
力
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、
こ
の
た
び
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

人権擁護委員へ感謝状授与

　地域住民の人権保護に貢献された人権擁護委員の
竹内達哉さんへ、法務大臣から感謝状が授与されま
した。
　竹内さんは、平成１９年から９年間にわたり、人
権相談に対する問題解決の手助けや啓発活動を行う
などのご活躍をされました。

　現在町では、江澤勝昌さん、前森勤さんの２名が、人権擁護委員として活動されて
います。人権問題でお困りの方は、お気軽にご相談ください。相談は無料で毎月お受
けしています。日時や場所については、お知らせ版にてご案内していますのでご覧く
ださい。

▲竹内達哉さん

問い合わせ　総務課　行政班　☎６８－２５１１

高
齢
者
叙
勲
　
神
定
孝 

さ
ん

旭
日
双
光
章（

地
方
自
治
功
労
　
鉄
道
事
業
功
労
）
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工事の安全と早期完成を祈って
～おんじゅく認定こども園建築工事安全祈願祭～

　おんじゅく認定こども園建築工事に先立ち、７月１５日、工事安全祈願祭が建設地（御宿台
６５番地１）で行われました。安全祈願祭には、町長をはじめ町議会議員や区長、保育所施設等
建設検討委員会、保育所施設建設委員会委員などの関係者及び設計事務所、施工業者が出席し、

工事期間中の無事故を祈りました。石田町長は「子供たちや保護者の
方々が、一日でも早く、施設を利用できる日を待ち望んでおります。
安全に十分ご留意いただきながら、おんじゅく認定こども園の完成に
ご尽力をお願い申し上げます。」と挨拶しました。

　おんじゅく認定こども園は、延床面積約１，３３０㎡の木造平屋建
で、こども園と子育て支援センターが一体となっている子育て支援の
拠点となる施設です。
　本建築に係る費用は４億１，４７２万円（附帯工事や備品等を除
く）で、建築工事が完成するのは平成２９年２月末、外構工事など全
ての工事の完了は、平成２９年３月末の予定です。
　工事期間中は、何かとご迷惑をおかけしますが、ご理解ご協力をお
願いします。

問い合わせ　保健福祉課　福祉介護班　☎６８－６７１６▲いよいよ工事が始まります

　成田空港や沿線の観光施設などへお出掛けの際にぜひご利用ください。
期間　９月１７日（土）～１０月３１日（月）	
内容
　成田～鴨川（市原、大原、御宿、勝浦経由）一日乗り放題１,０００円
　成田～銚子（佐原まわり、匝瑳・旭まわり）一日乗り放題　 ７００円
※２ルート共に、小児（小学生）半額、未就学児無料のほか、成田空港を
　発着する航空便を利用する方は無料です。
利用方法
　専用ホームページからの予約、又はコールセンターで電話予約を
　受け付けています。
　※予約なしでも空席があれば乗車できます。
　詳細情報・特典情報は｢チバストーリー｣で検索！
　HP：http://www.chibustory.jp/
申込・問い合わせ
　成田空港と県内観光地を結ぶ高速バス実証運行事業
　実行委員会運行事務局　☎０４３－３８８－０１６７

【期間限定】成田空港と鴨川・銚子を結ぶ高速バスを運行します

家
族
葬

『エンディングノート』差上げています

㈲藤ライフサービス葬 祭
全 般

これからの人生を、より充実させるために
家族に感謝し、自分の思いを伝えるために

家族の絆を大切に
あたたかく、

静かなお別れを…

家族の絆を大切に
あたたかく、

静かなお別れを…

費用をおさえた
心のこもったお式
費用をおさえた
心のこもったお式
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日本・メキシコ友好
　　　　　　ピアノリサイタル  開催

　７月１６日（土）、町公民館において、ピアノ奏者ホセ・ルイス・アルタミラーノ氏
による日本メキシコ友好ピアノリサイタルを開催しました。
　このリサイタルは、７月９日（土）から実施しているメキシコ学生交流プログラムに
伴い開催したものです。演奏終了後には、日本に滞在しているメキシコ学生１０名がス
テージに上がり、それぞれ自己紹介と抱負を発表しました。

▲ピアノの音色に会場が魅了されました ▲メキシコ学生による自己紹介

青少年のつどい夷隅地区大会で御宿町のチームが優勝
　８月６日（土）、いすみ市夷隅スポーツ広場で「青少年のつどい夷隅地区大会」が開
催されました。近隣２市２町から小学生男女混合キックベースボールの代表１２チーム
が出場し、熱戦が繰り広げられました。

▲

優
勝
し
た
「
久
保
人
　
愛
」

　御宿町からは２チームが出場し、「久保人　愛」（久保区）が優勝、「TEAM岩 シッ
クス」（岩和田区・六軒町区）が３位という素晴らしい成績をおさめ、最優秀選手賞に
田仲武瑠さんが選ばれました。
　２チームとも指導者（育成者）と選手たちが一体となって笑顔でプレーし、今回の素
晴らしい成績につながりました。
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おんじゅく花火大会

海と山　初めて出会う　人たちと　海で深まれ　仲間の絆

海と山の子交流会
　７月２７日（水）～２９日（金）の３日間、野沢温泉中学
校の生徒と御宿中学校の生徒が親睦を深める「海と山の子交
流会」が行われました。
　最初は緊張していた生徒達もすぐに打ち解け、海水浴や地
曳網、漁船遊覧などを楽しんでいました。
　また、今年は商工会青年部を中心としたサーフィンスクー
ルが開催されるなど、
地 元 の 方 の 協 力 に よ
り、海での交流がより
充実したものとなりま
した。

▲地曳網は大漁でした

▲海水浴の様子 ▲漁業協同組合でのイカの一夜干し作り体験

　８月４日（木）、第２９回おん
じゅく花火大会が開催されました。
　色とりどりの花火が連続して打ち
上げられると、会場からは大きな歓
声があがりました。

▲水中花火
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試験の種類
　甲種、乙種全類（第１類から第６類）、丙種
試験日及び試験会場
　１１月２７日（日）　勝浦市会場（国際武道大学）
願書受付期間
・書面申請　９月２３日（金）～１０月１７日（月）（土･日･祝日を除く）９：３０～１６：００
・電子申請　９月２０日（火）～１０月１４日（金）（ホームページから申請・２４時間対応）
願書受付場所
一般財団法人消防試験研究センター千葉県支部（郵送及び電子メール）
〒２６０−０８４３　千葉市中央区末広２－１４－１
受験願書等は消防本部、勝浦消防署、大原消防署及び御宿、大多喜、夷隅、岬の各分署に用意
してあります。

問い合わせ　夷隅郡市広域市町村圏事務組合消防本部　予防課　予防係　☎８０－０１３２

講  習  日　１０月２０日（木）・２１日（金）の２日間
講習場所　ホテル一宮シーサイドオーツカ（長生郡一宮町一宮１００００）
受  講  料　６，５００円（テキスト代含む）
定　　員　２００人（先着順）
申込期間　９月１５日（木）・１６日（金）
申込用紙　８月下旬頃から、消防本部又は最寄りの消防署や分署で配布します。
　　　　　また、一般財団法人 日本防火･防災協会のホームページからダウンロードすることもできます。
申込方法　一般社団法人 千葉県消防設備協会へFAX送信又は同協会の窓口へ提出
問い合わせ　夷隅郡市広域市町村圏事務組合消防本部　予防課　指導係　☎８０－０１３２

　町では、いすみ医療センターの新公立病院改革
プランの策定にあたり、同連合から診療報酬明細
のデータを収集しました。このデータを分析し、
今後の病院運営のあり方を検討する際の資料とさ
せていただきます。
　なお、この作業によって、氏名・住所等の個人情報
が特定されることや、データが一般に公開されること
はありません。皆様のご理解をお願いします。
問い合わせ　保健福祉課　☎６８－６７１７
　　　　　　千葉県後期高齢者医療広域連合
　　　　　　☎０４３－２１６−５０１１

　中央国際高等学校では、年２回の集中ス
クーリング（対面授業）を補助していただ
ける、高校教員免許（科目不問）をお持ち
の方を募集しています。
　現役をリタイヤされた方も大歓迎です。
　詳細は中央国際高等学校（担当：大和）
までお問い合わせください。

問い合わせ　中央国際高等学校
　　　　　　☎０４７０－６８－２２１１

ピックアップ防災 Vol.43

危険物取扱者試験を実施します

防火管理講習を実施します

いすみ医療センター新公立病院改革プラン
策定のためのデータを千葉県後期高齢者

医療広域連合から収集しました

中央国際高等学校では
高校教員免許をお持ちの方を

募集しています
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国民健康保険について
　国民健康保険（国保）は、病気やケガをしたときに安心して医療にかかることができるように、みんなで助けあう制度
です。この医療費の主な財源は、加入者の皆さまが納めている国民健康保険税が使われています。このため、国民健康保
険税の納め忘れにご注意いただき、国民健康保険の健全な運営にご協力をお願いします。

こんなときは忘れずに届出を
お願いします

自己負担割合について

 国保に加入したり、やめたりするときには、１４日以内に届出が必要です。
（他の健康保険に加入しても国保の資格は自動的には喪失されません）

病気やケガをしたときは、医療機関や保険薬局で保険証を提示すれば下表の
一部負担金で受診できます。

国保の手続きには、届出書へのマイナンバーの記載が必要です。個
人番号カードまたは通知カードをお持ちください。また、本人確認
のため、身分証明書（運転免許証等）の提示が必要となります。

　加入の届出が遅れると加入した月分から国保税が発生しますので、その分が一度に請求されることもあります。
やめる届出が遅れると他の健康保険料と国保税を二重に支払ってしまうこともありますので、必ず１４日以内に届
出しましょう。また、国保資格喪失後に国保の保険証を使って受診してしまった場合には、医療費を返還していた
だくことになります。

※１　負担軽減策として平成２６年３月３１日までは、２割から１割に据え置かれていましたが、平成２６年４月２日以降に
７０歳の誕生日を迎える人は、２割負担となります。

※２　現役並み所得者とは、同一世帯に住民税課税所得が１４５万円以上の７０歳以上７５歳未満の国保被保険者がいる方のこ
とをいいます。ただし、７０歳以上７５歳未満の国保被保険者の収入の合計が、複数で５２０万円未満、単身で３８３万
円未満（単身で３８３万円以上でも国保から後期高齢者医療制度に移行した方との収入の合計が５２０万円未満）の場合
は、申請により２割（昭和１９年４月１日以前に生まれた方は１割）負担となります。

　国保税の納付を口座振替にすれば、納め忘れの心配がなくなり安心です。また、窓口で納付する手間が省けますの
で、是非ご利用ください。

【口座振替ができる金融機関】
　千葉銀行・いすみ農業協同組合・房総信用組合・千葉県信用漁業協同組合連合会・ゆうちょ銀行
　※口座振替依頼書が各金融機関に用意してありますので、通帳及び通帳届出印をご持参のうえ、手続きしてください。

あなたの国保税が、みんなの健康を守ります。

◆国保に加入するとき 届出に必要なもの
ほかの市区町村から転入して
きたとき

●転出証明書
●印鑑

職場の健康保険をやめたとき
（被扶養者からはずれたとき）

●職場の健康保険の資格喪失
　証明書または退職証明書
●印鑑

子どもが生まれたとき ●印鑑

生活保護を受けなくなったとき ●保護廃止（停止）通知書
●印鑑

区分 義務教育就学前の方 義務教育就学以上７０歳未満の方 ７０歳以上７５歳未満の方

自己
負担 ２　割 ３　割

２　割
 昭和１９年４月１日以前に生まれた方は１割 ※１
 現役並み所得者は３割 ※２

◆国保をやめるとき 届出に必要なもの

ほかの市区町村へ転出するとき ●被保険者証
●印鑑

職場の健康保険に加入したとき
（被扶養者になったとき）

●国保と職場の健康保険の
　被保険者証
●印鑑

死亡したとき ●亡くなった方の被保険者証
●印鑑

生活保護を受けるようになった
とき

●保護決定（変更）通知書
●被保険者証　●印鑑

◆被保険者証の内容の変更 届出に必要なもの
住所・世帯主・氏名・世帯などが
変わったとき

●被保険者証
●印鑑

問い合わせ　保健福祉課　保健事業班　☎６８－６７１７

国保税の納付は口座振替がおすすめです
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1 木

2 金 ●健  康  相  談　13:30～15:00　公民
●健康運動教室　14:00～15:00　B&G

3 土 ●第10回おんじゅくオーシャンスイムレース（中央海岸）

4 日 ●総合防災訓練・消防団フェスタ

5 月
6 火 ●つくしくらぶ　13:30～15:30　保健

7 水
8 木
9 金
10 土

11 日 ●伊勢えび祭りビッグイベント
 （月の沙漠記念館前広場）

12 月
13 火 ●乳児相談　13:30～15:00　保健	

14 水
15 木 ●第62回御宿町敬老会

16 金 ●子 育 て 相 談　10:00～11:30　御児
●健康運動教室　14:00～15:00　B&G

17 土 ●全日本ライフセービング選手権大会東日本予選会（中央海岸）

18 日
●全日本ライフセービング選手権大会東日本予選会（中央海岸）
●サンデーオープン　9:00～12:00
●町民清掃

19 月
20 火
21 水
22 木
23 金
24 土 ●全日本学生ライフセービング選手権大会（中央海岸）

25 日 ●全日本学生ライフセービング選手権大会（中央海岸）

26 月
27 火
28 水
29 木

30 金

●固定資産税第３期納期限
●国民健康保険税第３期納期限
●後期高齢者医療保険料第３期納期限
●介護保険料第３期納期限
●健康運動教室　14:00～15:00　B&G

タウンカレンダー　９月

保健：保健センター　公民：公民館　
B&G：B&G海洋センター　御児：御宿児童館
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平成２８年度  日本メキシコ学生交流
プログラムを実施しました

　 ７ 月 ９ 日 （ 土 ） か ら ８ 月 ８ 日
（月）まで、第３回目を迎えた日本
メキシコ学生交流プログラムを実施
しました。このプログラムは、メキ
シコの若い学生が日本に関心を抱
き、将来日本とメキシコの友好の懸
け橋となることを目的に行ってお
り、今年度から町の事業として、関
係機関のご協力をいただき実施しま
した。
　今年は１０人の学生が参加し、日
本語や日本文化を学びました。

　御宿中学校で書道、音楽、技術などの授業を
受け、中学生と交流しました。

　町商工会女性部の指導のもと、つるし飾り
づくりを行いました。

　日本の伝統的な食文化を体験してもらうた
め、寿司づくり教室を行いました。

　企業見学の一環として、岩瀬酒造を訪ね、
工場内を見学しました。

　実谷の長慶寺にて、慣れない姿勢で座禅に
挑戦しました。

　ウォーターパークのイベント「ONJUKU  
de  メヒコ」に参加しました。

７／１２

７／２５

７／２８

７／１４

７／２６

７／３０

12


